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教育目標  すすんで学び 心身ともに健康で 思いやりのある人になる 

 

 

２泊３日の宿泊学習を３年ぶりに実施しました！ 
～１年移動教室＆３年修学旅行～ 

 

月、「１年移動教室」と「３年修学旅行」を行いました。昨年度は縮小開催（１泊２日で実施）、

一昨年度は中止とした本校の宿泊学習ですが、新型コロナウイルスの感染予防策を講じなが 

ら、３年ぶりに２泊３日で実施しました。 

宿泊学習の実施にあたり、事前の準備等も含め、保護者の皆様のご理解・ご協力に感謝申し上げ

ます。 

 

１年移動教室 ～志賀高原～  

 令和４年９月７日（水）～９日（金）、志賀高原で１年生の移動教

室を行いました。 

１日目は、ハイキングと環境に配慮した調理体験（カレーコンテス

ト）を行いました。班ごとに、色々な味のカレーライスが完成しまし

た。 

２日目は、登山を行いました。登山は、「癒しの原生林と可憐な高

山植物が咲き乱れる四十八池湿原を楽しむコース」と「ロープを使っ

たり、友達と協力し合ったりしながら、急斜面の志賀山を登るコー

ス」の２コースに分かれて行いました。 

体調不良者は、車でホテルまで送迎できる体制を構築するととも

に、本部（ホテル）と登山ガイド、旅行会社添乗員、引率教員が無線

機で連絡を取り合いながら、安全面に配慮して行いました。とはい

え、途中、雨がかなり強くなったこともあり、生徒にとっては、かな

りハードな登山となりました。登山後は、すぐにホテルに戻り、入浴

して体をあたためました。 

また、キャンプファイヤーやバームクーヘン作りもあり、内容盛りだくさんの１日となりました。 

３日目は、ＳＤＧｓをテーマに、グループごとに分かれて

体験学習（和紙作り、笛作り、装飾品作り、草木染め）を行

いました。 

 志賀高原での友達と一緒に過ごした２泊３日の移動教室を

とおして、子どもたちは、自然の大切さ、人の優しさ、人と

協力し合うことの大切さを学びました。心も身体も大きく成

長したことと思います。 

今 



３年修学旅行 ～広島・京都～  

令和４年９月 15 日（木）～17 日（土）、広島及び京都で

３年生の修学旅行を行いました。 

１日目は、新幹線で広島に向かいました。３年生では、

この修学旅行に向けて、１年生の頃から計画的に「平和に

関する教育」を行ってきました。広島では、平和記念公園

を見学するとともに、原爆の子の像のモデルとなっている

佐々木禎子さんの同級生である川野登美子さんにご講演

いただきました。川野さんは、「禎ちゃんのために何かし

てあげなければいけないという強い思いがある」「平和で

争いのない世の中をつくることが私の使命である」と話さ

れていました。どの生徒も真剣に話を聞き、平和について理解を深めました。 

２日目は、京都に移動し、班ごとに電車や路線バスに乗って、清水寺や伏見稲荷大社を見学しま

した。班員で協力し合いながら、どの班も時間どおりに宿舎まで戻ってくることができました。 

３日目は、班ごとに貸切のタクシーで移動しま

した。土曜日であったこともあり、どこも昼食場

所が混んでいて苦労した様子でした。 

新型コロナウイルスの感染予防策を徹底させる

ことはもちろん、台風も接近しており天気も心配

しましたが、多くの皆様のご理解・ご協力のおか

げで無事、実施することができました。 

仲間と一緒に過ごした修学旅行は、大切な思い

出として、３年生一人ひとりの心に深く刻まれた

ことと思います。 

 

 

TOPIC 

・ 令和４年７月 29 日（金）、８月１日（月）の２日間、今年度最初とな 

 る｢学校応援団」の活動を行いました。 

ボランティアの本校生徒、地域の皆様、教職員が、昇降口の扉の内側 

及び靴箱をペンキで塗り、昇降口全体が明るい雰囲気になりました。 

 

・ 地域共生社会を目指した地域づくりのためのワークショップ 

「“未来”を話そう。」（西東京市障害福祉課主催）に、本校の１年 

生７名が参加しました。 

様々な立場にたって、多様な価値観について考え発表しました。 

地域共生社会について、理解が深まりました。 

 

 

訃 報 

本校 学校司書 森下明子殿は、くも膜下出血により、令和４年８月 22 日、65 歳にて永眠いたしました。 

ここに生前のご厚誼に深く感謝いたしますとともに謹んでご連絡申し上げます。 


